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コンビ株式会社及び100%子会社で、お母さんと赤ちゃんの外出支援事業・保育事業を行っている  
コンビウィズ株式会社は、「第16回キッズデザイン賞」において、「子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン
部門」で3点、受賞しました。 

 
 
 
 

 

 
 
 
キッズデザイン賞 受賞作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 第 16 回キッズデザイン賞 3 点受賞 

② 「ジョイトリップ アドバンス ISOFIX エッグショックSA」 
部門：子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン部門 
【製品概要】 
本製品は、最新の安全基準に適合しながら、お子さまと同乗者の快適性と、車への取付け
等の負担軽減を両立した最新モデルで、1才頃から11才頃（身長76cmかつ月齢15ヵ月
以上から150cmまで）まで、お子さまの成長に合わせてゆったりお使いいただけます。 
本体重量は、「R129」適合モデル最軽量の7.3㎏(※3)で、持ち運びや取付けの負担を軽減
しています。また、背もたれと座面を組み合せて固定する「収納モード」を使用することで、車の
トランク等小さなスペースでの保管も可能です。 
 
開発者の受賞コメント 
この度は素晴らしい賞を受賞できてとても嬉しく思います。 
チャイルドシートを企画しデザインを考える上で、子供の安全性はもとより車でのお出かけが楽
しく、また家族の愛情を育む時間になればと考えています。 
 
 
▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combi.co.jp/store/carseat/joytripadvance/g/g114992/ 
(※3) UN R129/03適合の身長76cmかつ月齢15カ月以上から使用可能な国内店頭販売チャイルドシート 

との比較(2022年5月時点 コンビ調べ） 

① 「コンビ ホワイトレーベル スゴカル minimo」 
部門：子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン部門 
【製品概要】 
本製品は、赤ちゃんの居住スペースはゆったり広々なのにコンビ史上最小コンパクト(※1)を実現
したベビーカーです。ベビーカーの奥行きが、従来の自社両対面A型ベビーカーと比較して約
15％コンパクト(※2)になり、これまでにない超小回りを実現。狭い通路や人混みでも自由自
在に動き回ることができます。 

 
開発者の受賞コメント 
スゴカルminimoは、“minimal move =小さく動ける”を実現したベビーカーです。生 
活圏内に狭い通路や限られた収納スペースがある方、混雑した電車やバスなど人の多 
い場所に行かれる機会がある方も、自分のペースで身軽にお出かけを楽しんでいただ 
けたらと思います。 
 
▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combi.co.jp/products/stroller/sugocal_minimo_sp/ 
(※1)  自社国内販売品における、展開時・折りたたみ時の3辺合計最小値の比較。 

（2021年8月時点 コンビ調べ）  

(※2)  自社従来品「スゴカルα HTシリーズ」との展開時奥行きサイズ比較において。 

https://www.combi.co.jp/store/carseat/joytripadvance/g/g114992/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

報道各位からのリリースに関するお問い合わせ先 ：経営企画室 広報 川﨑 

TEL：０３－５８２８－７６０７／FAX：０３－５８２８－７６６２ 

メールアドレス：pr@combi.co.jp 

製品に関するお問い合わせ：コンシューマープラザ TEL：０４８－７９７－１０００ 

③ 「Combi ひなん所用コットHB11 ベビーにこっと(3個入)」 
部門：子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン部門 
【製品概要】 
本製品は、工具不要で組み立て可能な災害備蓄品の赤ちゃん用簡易コットです。
3個入りながらも宅配便対応サイズなので、施設などでコンパクトに備蓄が出来ます。
コンビオリジナルのパッドは、通気性にこだわり、汗っかきの赤ちゃんをムレから守ります。
さらに、折りたたみ式の幌は、避難所の照明が直接赤ちゃんの視界に入らず、ほこり
やちりをよけ、明るく高さのあるドーム形状で赤ちゃんの存在をアピールします。 

  
開発者の受賞コメント 
「赤ちゃんが避難所で安心して過ごせる環境を作ってあげたら、逃げ遅れる親子が少
なくなるのでは」という想いで開発しました。今回の受賞をきっかけに認知度が上がり、
親子が躊躇せずに避難所に行けることを願っています。 
 
 
▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combiwith.co.jp/biz/shelter_babycot.html  
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